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（1）毎回作業前にはホース取付部及びガン各部ねじのゆるみまた
は、損傷異常箇所がないか点検のこと。
安全を期すためホース接続部の取付けねじ及びノズルガン本体
の各部ねじの締め付けに異常がないか工具で点検し、ゆるんで
いる場合は完全に締め付けてからご使用ください。
あわせて各部に損傷がないか、操作機能に異常がないか確認
し、もしも異常があった場合は、お求めの販売店で完全に修理
してください。不完全な状態のままご使用になりますと、高圧
水が噴出し事故の原因になりますので十分注意してください。

（2）運転前にはバリアガンの止水バルブが閉まっているか、レバー
の位置を確認のこと。
ポンプを運転する前には、バリアガンに内蔵している止水バル
ブが完全に閉まっている状態になっているか、必ずレバーの位
置を確認してください。レバーが引かれた状態でポンプを作動
しますと、ガンがついたままホースごと振り回され大変危険で
す。

（３）作業時は防水服・保護用具を必ず着用のこと。
洗浄作業では高圧水が噴射されますので、安全に作業をするた
め、身体に密着した防水服、防塵マスク、顔面保護ゴーグル、
手袋、安全靴（又はゴム長靴）などを必ず着用してください。
洗浄作業中には高圧水やはがれた泥、土砂、粉塵等が跳ね返り
危険です。作業中は必ず全身を完全に防護し付近に人（特に子
供）が立ち入らないようにしてから作業してください。

作業後はバリアガンの残圧処理を行うこと。

運搬、保管、取扱上の注意をすること。

指定圧力以上での使用は絶対しないこと。

きれいな水以外は使用しないこと。

ポンプの作動中はバリアガンの補修、放置をしないこと。

バリアガンの先端はいかなる時でも絶対に人や動物及び危険
物には向けないこと。


